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例 言

I • •fi:11「は、兵w~.t洲,t.:r~i炎綿誼郎改r↓iji必に先、［ち、洲本 1 和J~務1Vjr;)k .. tを受けて、兵w県教弁公i
U会が平成 6 年度に K施した北Ill 迅~; I~JJ;{郡,~i炎町阿ガ東町1所 ff) の発掘関介骰告むである。

2. ぷ＼りのfA屯 ． 枷染は、島Fil留＂のH~JJ を Nて、人平 戊が1いた。

J. Jl't溝9涌祠~Iこ - ~ R秀・服部 をが行い、 il'tt胃写qは門・服船が供影した。直物安iL遺溝トレー

ス ・遺物トレースは島w留里が行った＾潤物'lj'.真の撮影Iiぬイーソ、トマンに委北した。

4. 似りに使用した座襟飢は｀ •平成11り I JJ J [](l)測祉法改」今」：!fぃ、新たなl1t't胡測地系に基づく平tfil

11'1_ fr陳様坊V系の数値に補1Fしている。また、 h位はH屯R北であり、

P)である＾

5. 心物の、，J栽番号は、本文 ·f•fil~I · 図版と 1ヽii-f,j戌 9こしている。

レベルは東点i':'J・f均海水準 (T.

6. サヌカイ ト 製遺物の]~淋必地分析にあた.-,ては遺物分析聞兌所に足UL.J; し．都大学原-f-炉文験所(/)

松fl・fi'JJ氏のE栢を布4吃と して掲戟した。

r
f
 
また、北山逍貯は平安峙fし^ くからなIi]時代をq1心とする選趾であり、 f;JJ也的に1加牛時代名の逍けが

あることがは鳩整俯事繁にfi' う梵掘，~1t でIIJ) らかにされた ， そこで ．この概’及/I{脳を＝原郡1ム域行政

ijf.f粒ll介教↑委貝会に依禎し、定松fl嘩さ人に執箪していただいたものを柁51;1. 第2節として掲政L

•— 
ヽ
▲
 

8. 木恨内にかかる出土迫物及び'Jj以関係的の'ti料は、兵凪県敦行委し1会坪＆文化財関企事務所と兵ij{

県教f,,委[1会魚(t=分釦にて1公営しているQ

9. 怜後：こ、発：堀糾1ftおよび報告・Iり作成にあたっては、洲4ヽt木 1i務i肝、 -:JI,(郡広域行政1J.務組合教ft

委H会、南淡町、淡路,ti!i廿研究会）えひ地冗判万の方々にこ協）J~mいた。 記して深く感；甘するもの

である
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第1章 はじめに

第 1節調杏に至る経過

兵Jtt(県洲本上木事務所では、 て原郡南淡町が実施する阿Jj地区の上地改良廿発に併せ、 主要地方刃洲

ギ南淡線道昨改良屯業のJ「画を辿めてきた。

この計画にかかる埋蔵文化財{/)取り扱いについては平成4年度に県教-ff委は会と協成がなされ、狸蔵

文化財逍査事務所が分布必国を実施した。その結果・、 一部の地区で士帥器 ，須恵器片、チャートを採机

し、遺iが確認瀾1f.が必要な行の同笞を行ったc

一方、ほ場整備事業に伴う迎蔵文化財の取り扱いについては、 1村淡町教'ff委U会が潤企主体となり 、

平成6年 6月に＝原郡町H会が姐跡確認逍在を実施し、逍跡の範囲を確定した この，jれ芥結果をもと1こ

町の設地整俯課と保存協議を行い、遣跡に影響がおよぷ地I-<の本発掘晶査を実施することになった。

この後、恥教行委U会埋蔵文化財閲企事務所は洲木土木事務所と迅踪保什のための具体的な協議に入

り、、ド成6年10月に道路改且

T事に伴う遺跡の範囲を把捏

するための、確認渇企 （試掘

城7ケ所）を実施すもその

粘呆、 2ケ所で弥生時代の遺

物包含屈を検出し、この地区

の追構のイf無を把湘するため

9こ、再確認消'ftを行うことに

なったu

f,;J 6年12月に文施した坑2

次確認~1f (トレンチ3,j,:) 

でば弥生時代の迅物包含屈

と共にピ I卜等を検出してい

る。この成米にもとずき、内

度洲本・1:和Ji務所と lf~業区域

内の埋祓文化財の取り扱いに

ついて、協議を重ねてきた，

そして、社抽l地肉の一部に本

潤企の必要があんという結溢

に至ったのであるe

第 1図翡査地位置図

-I-



tn l f;'t はじめ9こ

第2節 調介概要とその組織体制

1. 確認調査

確認;.:i1i_は、'JI.成 6年IOJJq1i1Jと,,,;成6'f.12月F旬に実杞したn閃介の11的は、ふ路改良.,業用地内

の遺構の有無および性格、さらにその函囲と年代を確認することにある。

簾 1 次確認訊査（遠判;~\+f各り·9 4 0 3•I 1 l 

試堀凛は道路T対邑範PIIt.: (~ わせ、1<さ約2mのグリ J ド（坪）を15、20mのIIIJ隔に合計7ケ所を設定

した（第2図ヒ）ロ

グリ Iドの掘削は前機を使Illした後、人））によりグリッドの断1friと1t1frifJ)精むを行い、上屈の堆栢状

況とii'l格のh賑確品に努めt・

第I・3・ • I· 5 グリ ・1 ドは、遺情・辺物とも認められなかった。 ~2 グリ ・ノゞでは｀少品の上船が

出I:したが、堆積状況かるみるとik人のようである 第6グリッドでは、沿1.IJの暗褐色上からまとまっ

て弥生t岱が発見された l',j¥ 7グ） 、卜でも、 6グリッドと111)じ附から少'!LCながら弥11:t溢が出上した。

筍 1・2グ＇）ッドは lfljnJ道にあたる。年3--7 グリッドは徴窃地と !!.'.~tでぷ 、 6 ·7 グリノドでは弥

'I: 時代の逍物包含培が前ょされた0 なお. 3 -5グリ J ドは水Ill造成間にかな＇）削平したようで、遺壻

・迅物とも品められなかった

｝ヽ発掘調査の組織体制

淵充上体 兵！杓，'・教tr委U会挫蔵文化財閃丘'H務所

隣．介担当 企画閥整班 E ff. bY.111 l I~\ · 

t1i Iド本 ← ・:t: 

潤在実施けrn 平成6年10月18l 

第2次確認講査 i這跨t¥11i.番り9•IO 2 9 .J) 

試掘壊は笞 1次雁必閃W:で遺物包含阿のよめられた第6・7グリッドに、 IOm X 2 mを2本と7.5m 

X2mを1本設定した （，布2(XI fl。

潤企は、迫物包含Mまでを爪恨によって掘削Jする。その後、人））拙削によりWff.L、迅構のh罵藉認

に努めた。

~(i 2 トレンチで1よ、明確なill物包含~71 を確認し．ビット等の.i1'tl11/tを検Ill したn 出土遺物は弥生：t苔で

ある .¥a l·3 トレンチばIii滅した土~rn·を採染したが、遺情向は認められなかった。

辺溝血が一部しか残ってないのは、佼世の土石流｀ぶのn然災',If,によるも(/)とろえられる。
＾発掘謁査の組織体制

コ立 ．＊．体 兵ti!県教11""委u会坪祓文化財調術Jr務I析
ft担当濶1r.筍3班 Efc 吉m 井

.:E 1f I IJ Ill ii'r刺

証l企実施期「I 'l'-Jik 6年121121H

-2-
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第1汽はじめに

2. 本発掘調査 （迅舛潤1f.番号910323)

前記した 2 度の確認戯究の結果を受けて、平成 7 年 3 月下旬に -4,:~J究に人ったj ~牡は、南北約13m

東西的19mのいぴつな長方形の、批査区である（第21叫下）。 潤任面積は約251nr o 

潤充実施のH的は、この部分の遣構の拡がり（範囲）及び性惰、さらに1£確な年代を確必することに

ある、特に、弥'I:時代の俎構の内容実態を把握することが煎要な視点である

晶b1:方法は 、 屈初に現代の柑卜作上以下遺物包含~'11:血までを引機によって除去し、その後人）Jにより

掘削 ・精・ftを行った。また、が真扱彩については枠組み足場を使用して行った。

弥生時代の調査

第2次確此逍ftとlnJ様に第4J(iの遺物包含屈の掘削から開始した。暗黄褐色砂質士を取り除くとり1貨

灰色の地山となる。追構は咲穴住/,'f跡 l棟を検出した。この逍構は｀基盤的と考える地山を切り込んで

いる。遺物には、/1:k叶跡及ぴ包含料出土の弥生時代の上器と石器がある。

〇発掘謂査の組織休制

曲代 ・主 体 兵庫県教村委!!会 埋蔵文化財調脊・ド務所

副査担当 主 ff k平 伐

技術戯n 脱 ,01秀

1Ji務唸H 服部 究

湖1t実施期日 w, ・白威7年3H22日 -- （全）キ成7年31124日

3. 整理調査

洲ギ士．木I)T務所から委託を受けた兵!il:C県教脊委貝会は、発掘調介の成呆を社会教脊脊料とし活HIする

ために、・白成14年度に兵取り悽彫哉文化財湯在事務所において幣理作菜を実施Lた。

幣埋作業の内容は.l. 水洗 2. ネーミング 3. 接合 ・復冗 1. 実測 ・拓本 5. 写兵樹影

6. トレース 7. 1点稿執侑 8. レイアウト 9. 印柚l10. 報告杏tlJ行となる。

出土迫物は、弥生時代の竪穴住店跡｝女ぴ辿物包含Mから発見した弥生土器とb器で．整埋用コンテナ

2箱である。

〇整理謂査の組織体制

調在主体 兵W県教育委日会埋蔵文化財 i:l~ 代1~務所

,~ 在体制 事務担当 I祈 長 藤本 ~ --:: 

主 幹 苫瓜 ー1収

主 幹 輔老拓治

主 幹 泉 占嘉

t任日査り門月 池山正男

総務諜長 森 俊雄

主 在 村上 ＃樹

潤査担,1, 主 査 大平 没

整理担当主 査 深辻炎憲

企画技術且 島田留旦

-4-
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第2章 遺跡をとりまく環境

第1節地理的環境

ここ南i炎町ば兵印県のn惰沿、淡路i・↓の頃西部に位四し、 191{ iili街地から,h:こfJSO畑、 iffl4油街地か
ら 1hi阿へ約幻血にある。 淡路島は·.>-:Rぶ内と播If~濯を分ける渭.r琳l海n'rkの$~で、面fl1は約579血ある。

l'ljは呪門海峡を隔てて四lらlを預み、北1.;U1.J石湯歓、 1打は紀i炎池り、で本州と悶てられているc

町域は収西約20km 、 1:,J北約11km と東1'りに投い妥形を塁し、さらに 1竹 Jjに i{ff↓を持っている~I面積!t的

87血、人I119.500人前後1/)屈茶と柳菜地成V)Jfである。交通I関係では．町のlit!端に本州四凶述絡迎路神

} i . 叫門ルートがあり、洲本）i血へのltiJj(!お号粕や淡路サンセットフインと,t,淡路水{Illラインの L'.及地
) ii月が縦横に走る 交り手段は淡路交辿かある＾

気候：よ、瀬戸内海の影響が強く年間I'均気1.16.5℃、年間1屯~i;;予水•• I邸 l.61111、年間ギ均砕水lriJ数99.

8~J と冬は溢眈、 Q:がも::~、た状況である。 fn:..., 台風と津雨の叶WIには知I•~~雨←ク•ける傾向もあり、

河川が切＜勾配が急なことから水店も多い。

町内の地形は、山成開半糀は111•Jtt骨造祝に沿って島P-1liz. t,1608mの .iffi:;:J ド」地が~jI.I[に走り、ここか

ら＊へは急．傾斜でi毎J;~1罪に3況．る (ttJfMlil' 北西へは緩やかな傾斜て、 11 1~から •re野に向かってbi.)状地

を形成している。このU状地は解析を受け、段丘化が若しく辿んでいる 河川は平野部に入ると、北阿

ljf.J近を境に虹進して西淡町に流れる北妓のもの（＇「内 JII . 大UIll・11直引II)と、南下して吹トノ浜に

注く南娩のもの（塩尺川・本r印llf・｝）があり、-~野部も地形的に→分することが可能である。

.)j. 西絨＂半部はl!ll•J海以が深く入り込んだ島内随 ーの良iもである tr.if↓i内を中心に小平野があり、

...:tt を取り囲むように西祓町況'I~冷の出辺かUJ塊で形成されている。

地？は下野部が祈り~3 紀層で、 11,逓：ょff],尿砂岩からなっているc また、沼品は新占'I:一代に形成された

和'i品片古俎からなってし 1る。

北田辺跡ば、兵紐県一．原郡m淡町~flj東町に所在する ， 囚；な淡俗祈年の-~から束約0.6血に位門し、

困路川の•円守野部人り nの低t~:f'.と丘 I・にあ-6-栖必は、凸査閉地｝打]iで約:17.0m(T.P'. を測る。なお、

.1tm迅胚の所在地を流れる'Pn~JII も、［ヽ•Jh:- 人ると本庄JII に合流し1竹ドしている 。 本庄JIIは、延Jf6.8

km(!) 2級河川である。

第 1表 南淡町気象観測テ‘ータ i過去10年の.,,均11/i)

「一

1月I2 IJ I 3 JI ,t J J 5 JJ 6月I7 II 8 IJ fl Jl 11月 12R 年間

気温℃ 6.ol 6.ol 9 ., l・I. 6 19.4 ?''- •>- 11 ~~l --・ ヽ-(. . 

ニニ『：］
門バ 16.5

~~ 二：b二：
-7-
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第5回 兵鷹騒の地質区分と地質形成史及び地質概要図
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冷l節地埋的閃境
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第6図 淡路島南部地域埋禎切籟面図 （上）、 同水系図 （下）
(f岩谷遺跡発掘閲査報告書 から転駐）
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第2t:i 直跡をとりまく&tJfl.

第2節歴史的環境

伽炎町内の退跡は主に地形環境に合わせFりつに分割することがnT能で、,';:[IIll,-. 流域 （牛内Ill・山路

川を含む）、本庄川流域（塩歴川 ・勁路Illを含む）、福良if'JJ封辺、そして沼島に仔在していん。

以下會各時代の追跡について年代顛に概観してみよう一

1. 旧石器時代

旧石悩時代の遺跡 （遺物）は、近年、包根遺祢 (2) にサスカイト製のナイフ形h器と現状剥片及ぴ

＋ップが発見されているのみである＾しかし、地坪的条f↑から考えて、＇ 「内川流域の長原誼跡・布サヌカ

イト片の散布するjn跡があり、今後節JI_される可能性は非常に必いといえる。

2. 縄文時代

牛内JII流域の楠谷遺踪 (3)に、サヌカイト製の有舌尖頭器が出土しているc また、 長原遺Wtl 0 

と本庄Ill流域の奥河内遺跡 (5)でも有舌尖頭器が表ばされ、奥河内俎踪では旱期の山形押型文上器

も出上している，， なお、 1iiJ期以降の俎跡 ・逍物は未発見であるっ

このように、まだ迅跡数 ・迅物址とも非常に少ない地域である。 しかし、旧石器と同様に段丘部上の

固れ在、そして後期以除の辺跡では東i甫町の!mJ1't跡のように、低地にも注．在する必要がある。

3. 弥生時代

弥生時代前期の直跡は、町内ではこれまた未梵見であるe 現在までのところ、本庄JII流域の河内遺酋

( 6 ) の壺形 k器が町内弥生時代舷古の遺物（畿内~m様式）であろう 。

巾期の遺跡は、..:.の河内迎踪の他｀福l~i内周辺の岩谷遺務 (7) . 西山遺跡 (8)に上器や石器が出

士しているっ何れも明確な追開を検出していないが、西山直けはf,'り地性集浴と捉えられている。なお、

岩谷遺跡では製塩l滑．器も確認され．この時期から淡路Bで製塩が始まったことも明らかにされた。

後期になると、上記河内遺跳に翌穴住居跡 （円形3棟） と山路川流城の護国寺東遺跳 I9)に竪穴住

居跡 ((り形3棟）が出現する。また、同流域の平松遺跡 (10・1や、塩屋川流域に初田遺跡 (11)、籾路

/11流域に北田遺跡 (I)、本片III流域の佐古谷遺跡 (12)と、前叫福良湾周辺の岩谷遺跡で発掘謁究に

より上器が出上している さらに、岩谷直跡では製塩上器も発見されている。その他、石ケ坪遺M 113) 

・志萩遺跡 {1,1). 細EB遺跡 (15°1 ・八斗ー遺跡 06) ・池ノ尻遺踪 (17)等が散布地として知られて

いる jrJ~ が数は附加するものの、平野給1辺部や谷部の遺跡であり、拠点梨落になるものではない。：：原

平野に什在した拠点集裕からの分村か、洪水等の災岩で段丘上に上がり、小規校化したものといえようリ

純文時代晩期に北九州に入ってさた水稲耕作は、瀬戸内海から淡路島に土ると、 ：：：原平野や洲本平野

の低地の水RM開発を行ってきたのであるe しかし、現在までのところ前期 ・中期の拠点楳格は本州測に

比較すると＝原‘ド野の，：I~ 流俎跡 ・幡多道跡、洲本平野の下1勾膳．遺跡程度と非常に少ない。巾期後'I!:から

後期にかげて遺跡数はJ{'lえるというものの、淡路島の絹鐸を始めとする }'t捐器の保有数から見ると兵に

不思議な規象である n -:. I以川 ・洲本Ill等の流路 ・水位の不安定さが原因て、流失もしくはまだ三角洲内

の自然堤ll)J上に埋没しているのではないだらうか0

IO-



~) i 111'1 歴史的J~境

4. 古墳時代

:．霰平野に前・中期のがnが存{£しなしのと同様に、町内の古旧の出現も後期に人・・1てからである
敦も少なく規阻も小さな円内であ I) 、 iり頃~-t-f本は柚穴式<i..,eゃ竪穴式小石室 （小彫グ、．，となっている

後期古Jffには、現{1残{{-する淡路凡最人の6屯である西山北古墳 (]8、横'A.式h平令J<7.93m・ 帽I.89 

m) . 西山南古墳 (19、 1贔穴式[j~全lを•1.46111 . 輻1.09ml ・ 野田山古墳 (20、横穴A-<i•~船約1.7 ml 

・小山古墳 (21、横穴Aるキ？船0.6m. ・丸田古墳 (2:l、t1l穴式ィi室？紺I.25mと0.9mの2甚） ． 

沼g古墳 23. 小乎火イi立）や八帽古墳 仇穴式6室， • 前山古墳 小駁穴石空， • 黒岩古墳 ,Jヽ祁穴

{i'. 屯）等がある。

これらの8t{lのうら小竪穴石字は、西淡町沖．／島占柑肝臼11ばにi血を生活L盤とした人々（三/Ji.の海

人）の項荻と身',<.られている

また、集沿遺跳については平松遺跡 後期）や、淡路品の打徴を示す上器製Jj_の王造遺踪 t2.J、後期）

・ノダラの浜遺跡 25、後期）か見つかっている。しかし、辺井政の少なさとJl! : ,.11況舟跨のモ迅り ・

＂生拓に見られるように淡路は畿 l勾政位のL(I.楕地なのかよだがりな．れも多く、今後(/)検討すべきぼ団と

して残っている。

5. 歴史時代

余l込時代になんと・原郡には国府や[i.,分,s,が霰かれ、町坂は阿'Ji冠 .tt.1t氾に“している。

遺阿｀としては、藷国寺餅 (26)や戸JII池窯跡 • 27i が知られ、 ii 111池では後期の須．＇囮格と究休片 b・1i-

染されている t た、 -r~城宮跡出上の人簡に ri炎□[11二Jli¥/椙阿麻祁F1H ] J flu) [ ])謁塩三斗…・・・I
と記載されたものがあ,,、阿万郷で隈塩か行われていたことも1りlらかになってし、ん。

・f! 安時代ではi友期になると.R片が「._1-4::された南辺寺古堂跡 12b! ・正福寺跡 i29)・綸鶴羽神社遺

跡 .30) 亨のjjli♦が-~;-主れる

余.n.平安JJ,Htヽ,.,.、..:.のように4.~7湛l~もしくは荘M関係と仏教液布の道蹄を見/.,ことがでさる。

さらに、注且ナヘさは伽良港が、,H海切のh退駅と呼ばれ、池l父通の中心地であ-.,たことである，

中世に人ると .1:..rm1= • 伐臭庄等の．謂も成セしてくんのである。北出遺跡では、 1安11,)-代よから鎌

れ町ftにか：tてQ)掘立柱建物跨が見つか,,ている。

また、城片として知殿城跡 131l . 塩尺城跡 32) ・殿土居館跡 (33)等が知られている。

苔ど文献

印H県上水地mxJ柑碁委U会辺 「印llの地i1l」 兵W~l-L木；第 1996年

.'i出雅t:l'W r炉m遺凱兵印県．文化lit~『!1i:.報告~78集 ）叩0年

坂lJ弘i't. 定松i旧r.i:m r岩谷心＇が」南淡町文化財~ft報；t; 111芍2県 南i炎町教ff委u会 l995iF.: 
坂Il弘貢・定松｛い「cm 「河内遺~J J¼Ii炎町文化財iJ.1茫祁；!i-t1lが3集 汁ii炎IIIJ教f,委U会 1997年

浦上雅史紺 r~II!.!、d~f11の時代と淡路f~」 淡路文化fU4館 1987年

湘L雅史“ 「i炎條島の占積時代1 i:k路文化if料館 1993り

：：開郡広娩m務絹沿福 「古Ju時代のみはら」 三原郡広域』ff務組合 2001年
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Nol &跡．名

1 北m遺踪
2 凶根迫跡~I: 字
5 奥河内』跡
6 Ml勾迅粍
7 l.-i谷辺跡
8 西山選趾
9 哀Ill寺¥辺跡
1, り咋韮
11 初III遺杯
12佐占谷遺蹂
13石ケ坪逍跡
'!-1 ,uむft'#):
15者am遺袴
16 J¥'1--ー遺粉

l'i池ノ況遺跨

年代

弥牛Ii.~代・中Ill
lllu器時代 ・ •f!安峙ft. 
l 

縄文時代 1 

縄文11-i代
礼文吟代

弥4a.~ 代・中世
弥生時代・平安時代

弥:'J~R,!ft 
弥生貼代・ 1'安切ft
弥生昧代しーヽ 11lit 
外生昧ft-:f! 安時代
弥生時代一古tttfi¥代
弥生ft令代 111~t 
弥生ヰ代

弥土守fi.
弥生守代

弥生廿代

第7図 北田遺跡周辺の遺跡分布地図及び地名喪

I fo JU跡 、名 、年 代--- --
18 I叩,,~ti!it~屁t(tll寺（し
19 I'り111J}J占J1l 占t(ln.¥'f,:
:?0 lflllllJ 8l(t 11間 11、1代
21 小lhi1ift! 内けt時代
22凡1118ll¥ 8 t(t時代
23 ;{j i~8 J(¥ 占J(t&:j'ィt
2,1 I~i'/£ 遺怜 占J(tllS代・中!It
2S ノダ;ir/)浜遺飩 ,!itt¥恥代
26護til『,"字 仮良l:Hl
27 ft Ill池窯r-t} 岱良貯代

28 Hfxl S 古：：：·:f♦ ・fi.、1.iP¥-代
29 iT: fY. -~r~ ・r安い代～巾Ill
30諭鵡羽神H;n判： 'l'安問代
31虹貶域ff 1t1 It 
32出W.lLHが,,叶It
33取 1-.1,i}館『介 tfl111. 
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第3章調査の記録

第1節 逍跡の立地と甚本堆積土附

1. 遺跡の立地

地形分りrから見れば、 /lj~ク地区は閉路Ill・ぷrt:川が形成したJ,,;fl:M及ひ水HIに利用されたであろうlii,l

状地 ・fJi.J也＇「野と、 ij511JJ羽111系から延ぴてきた最丙南端の山地から成りたっている:.:,I-が理貯Ill水ん。

そして、 ,iJ.ll .ftJ他ru~路川が作りだした小規役な谷筋と、阿h地城の'fl野部がイが［する位ii"fの森，灯地 I:

「あたる。

じ
＼

¥l
.
 

—̂ 
A 二丑髯土主三：土ご:~三~--ーニ

2::.4 ,. 

I. Ill 
:!. 呵贔覺色紐け騎
:J.'1l'. 色鰭＂嶋
.1. •e 111~111n層(D~iJ六嚇ヽe:,じ嶋名,:含tJ
6 ●J幻Pl~llla~r:只~· tic•―-<) 

。
10. 

第 8図 閲査区全体図 （遺構配置図）及び土層断面図
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筍31'. 岡(fの記u

2. 基本堆積土屈と検出遺溝

確認：且ft及ぴ4:iJHi.の 1-~恥ru観!;~からみたJJ;本JU独 ：K府は、次のとおりである。

~H'1-lJ~ 作I:([l/. さ10 15cm) 

芍2M-l~Jli't褐色細砂(~'/.ざはJIOcm)HI耕9乍1:及び床上

芍3M-Iり恥色細砂 (Iれさ'V均 5cm)IH耕作L:及びIH床上

芍 1ヽ~りーfl,}褐色tfl砂（町さIO幽ml 遺物~f?~•I

第 5~一明w.I火色細紗一界、 J,I,盤Mとどえている

辿構は、~:'.[(叫 9しの．足穴!U•}~が(S1101 l凍のみであるc t.f) 5~ifii を切り込んで辿られ、坪..l: は暗

褐色祖紗であるc なお、県教fr委U会の.:a1i. 区ではii,とできなかったが、周辺には占代から.,I Iiiにか汁
ての遺構が{1在．する（第5!;if; 照）c

第2節 検/1'1辿構と辿物出上状況

1 . 概要 msr~ll 

逍構9よ弧l.11~代の竪穴m;,;~が 1柚であり、コ t々区内の東品に{:Htする t 丙瓢こrt、 ・り）』枯が見ら

れなし•, よた、 2次の確認閥丘でも洒への拡がりは認められなかった， さらに、 :'訊llい1ft・「会 iJJC:!r.(

郡広妓＇阻務組合 JIL祓文化!11閾岱If務j汁）が丈施した周辺のは場並偏'JJl:;の桔果から見ても、こり）II、渭I(/J 

遺構,u,{t: せず、わずかに後期の I:器が飾認されたにすぎなし、C
そして、 ,.~J.i!lのm地形を比んと ~jt:I!(外(/)北如こ t:!i地があり、そ...:.から西へi、令々に低くな・）ているc

,-(J) t~ 地（現虻洛内）に、 1f1;UJから後期(/)咆穴fl:}6・がもう l--2棟存止する程l知7>1;f!;'f; であみう (I

2. 遺構

竪穴住居跡SH01 ~~\ 9 図・ 'lj玖,~版3・1・SI

検IIH人i兄 3丘区の東部で兌見した(t:居跨である。 最初の関2:_g~i定では、 哨tit切れる．ことが叫ら

かになったのでiiiへtl!;1Jtした。検出雁である明黄灰色の迪1.113を切り込んで必り、床IHIまで

の深さは約10cmとまずまずの追{[.状況てある。t.和行の門硲は36I Im -36.25mを渭IJ、東か

ら西に傾*'Iする

平而形態 平而形煎Ll!<+的.JOm rBJ1ii紺た8.75ml、短鴫8.40m(fi',1床ll1!<:i90m)のmr1形を兄す

ん。偲mfr'山、 51.-IOmの人咆仕9占である。

保内悔店 l,•,Jt\'f {1. ・ ~I グ、: . 中央I.坑がある。

l,•,Jt\~ 沿(,t、tA,1i1iのレペルが低い西'I:.分にのみ巡らせている 幅約30 、IOcm、深さ約10cmを

汎ljlt、断1(11形態はし「す：形である

仕穴はII本分 （掘h(/Jti, 彩）'10-80cm、深さ約 ]5--25an) が確認された。 nno距月H代b~す

んと、 1・3・,J・6・7・9・ IQ(/> 7 ,fゞで,-分建Hf可能となるが、建怜えを行っていな

いこしを1ii1拉に、 !:.ftは10-1ヽと捉えておくっ

中央 l..tAはJ!紬約 I OOr111X 切帖約70四(/)東西に只い惰円形で、深さ約20c·m~測る。J:lr.・l: 中

にIt灰.i,;、化物を多址に含な、 r,rrl> x器9ヤも必＇．められた
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窃 3~花 調忙の品録

出J:状況 辿物は中央J.:J/[から8・11の弥生上器．床面には6の他図化,j,nf能な弥生上器がある。ま

た、柱六ではP2からsfiの石梱、 P3にはS4・S5・S8の石特を唸見している。

その他、挫上中にも弥止上器・石諾が多数認められた

なお、出f:七器は後述のようにかなり年代船があるが.(I: 居の絡造時期は中1!11後乎（畿l勾

I¥'様式）と捉え、後期の 1器を枇入と考えている（

第3節出土遣物

今阿(I)瀾牡でば、前，記(I)ように弥生吟代のtt居跡から出上した弥生上器・石器の他、包含培から発見

した弥1tr. 器・ム器の迅物があるc
ここでは、 I: 器 ・石器に分け、姐情及び包含刈ごとに記述する

1 . 竪穴住居跡SH01 出土の土器 （松10「~ll -li·?T-良団版 7 )

器袖は壺、鉾、売、 {Jj杯がある。

広口',n,.( I ) は-JuJd-tが中位にくるであろう体部に、糾め 1:ガに間＜野1部から水•1t方向に外反する口

緑部を持ち、端部の拡張はほとんと凛く 、1凹線も必められないc復元「I径12.玩m。文様構成は、顎か

叫本部ヒトにかけて枷描直線文で鉗る"(2・3 lは体部の破片で、 2は1本部 1:-半を摘描I姐：線文と巖下

段のダIJ点文で飾る。 3は強く張り出した桐部を持ら.(本部上キは抑描直線文と波状文で飾る ~ (4 ) は

矧の破片で励描直線文で飾る。(fj) も胴部の破片で、悔描i打線文と沌状文で飾るc

鉢 (6)はlif部が丸に近く、浅い逆111錐台形の直l」を持つし外［前はヘラミガキ。復,cl」径162cm,

甕 (7・8)は胴部上'pのみ破片で、 7は頸に指頭圧痕突俗文をイfする。8は1J,J外面とも Iヽ ケ叫軟c

(9・10・11 iはit-もしくは閥杯杯部のみの破片で、 9は内湾した11'部がそのまま立ち上がり11緑部

となる｀端部は内側に肥厚させ、平担面を持つ 復,t□径23.8cm 10は口縁部を直立して立ち上げ、
端部を内外に拡張し平JF!.面を持つ。外面はヘラミガキ。復元n往17.2cmc11は大型の浅いJill状の体祁
に、 口柑端部を内町こ肥Itf.させ、1サ且面を持つ，復元口径32.0cm。

壺方の底部 (12-17} 12・13・16(/)外而ばヘラミガキしし1は内面をヘラケズリする、17ば底部が小

さく突出し、内面が消む

2. 包含層出土の土器 （第 IOI刈 l~- 2i . '.ゲ其!j!I版8i 

11;1 I壺 (18lは胴部の破片で、櫛描直線文と波tk文で飾る"(19)はll緑部の破片で、端部は丸く収

める復元11径13.6cm,

知頚壺 {20)は目*i部の破Jヤで、凹線が巡る。復,i;口径11.6cm。
細頸・；!：f (21)は口名ゑ部の破片で、端部は内消し丸く納める。復元口径 7.&m

無到益 ,:23)はn枯部匝↑に2個一対の円イLを持つ。復元「l径 9.2cm,器邸 9.1cm,
甕 (22)はLI柑部の破片で、 f出部を 1方に摘みあげているc復,i:□径20.0cm
壺分の底祁 (2・1-26)。お・ 26は甕

(22>は把手で、断面は）Lいn
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りl3 t,~ 濶1rの,,(!録

3. 竪穴住居踪SHOl出土の石器 （お11図Sl-S8・ 写兵段1版9)

；岱種は {i線、楔JfHJ 器、判片がある。 使用石材はサヌカイトであり、第 4 衣に ・部 CS~ - s:; ・ 泌）

の原材汀地分析を掲載している。

4湛 (Sl)は凸基化も式の完形品で、他の石器と比較するとかなり｝孤面が風化している。

S2・S5は、 Pえ形石路の瀾片と思われるものである どちらも-:.1-. 山荏，

~; れi器 芍.s.. い、芍は1:下端に陪段状魂尾が必められ、 S4ti.」．．蔀llJIを折mしている。と もに二 J・.
1l1・f 

S6に、 卜端に使用痕が認められる剥片である。

~7は打lUi~lになる積仕剥片の索けで、打面関粒辺を Af~を作る町の潤整によ って外切する'Ir籍

沼となってし、る。刃柑部はぷ材渕片の鋭いエッシをそのまま残す。下端は自然面。1:端は祈しい1/iれ。

S8は、a,殺邸iご：次/JnLのあるみ引片。追光寺産もしくは国分寺社：

4. 包含眉出土の石器 （坊11111S9-S12・ 写真図版10)

削~;i CS9) は下桜を r山］削から汎整:+.~l葬を行い、孤状に外反する凸刃にit上げている。

SIU lj.(i枝である 割れJfii(/)風化の程度が異なっている。

楔Jf~.(i器 (S11l はJ-.t沿1こ階段状剥隣が認められ、縦断面が凸レンズ状をいすI.,"

似石 (SI2)はf'.,状の砂'I:の l'H~礫を素材とする。長軸の両1.ilに欧打痕が認められるつよた、 ru,rrnの

部にIiiった踪も窺え.6u

なお、 1.1小れ，;,:地を明品してないものは、肉眼観察によって 1 が岩柑産、それ以外は金1! 1 1~1- どえてい

る。

第2表石器計測表

ll'r ;; 茄往！辺揖 ・即位 石材 I長さcmI転 cmI ff! さcm・iftさg 協 衿
1 ; {j級 1瞑 01 埋土 サスカイト 4. l 2. 2 0.7 4. 7 

2 I tt! I m~-01 坪土 サヌカイト 3.7 3.65 〇.~t- 8. 3 I別）ヤ
3 I 楔 l仕邸l埋土 サヌカイト 3. 5 I I. 8 l. 2 25.2 

サヌカイト o. 9 I P3 2.<I L.9 4.0 

P3 サスカイト 2. 4・ 3.5 0. I 1 3. 0 I -11Jlj・ 
- ー←

l. 4 . 25. 8 ]使Ill痕；；，JPl サヌカイト 4.9 5.8 

雌L サヌカイト 11. 25 6.25 l. 7 90.0 

サヌカイト ti. 3 2.4 0. 7 ニ.3 _J . 次In」「あり
含~1 サスカイト 5.6 Î . ~ ？ 0. i 27.2 

含J..'1 サヌカイト 6. I I 5.05 l.i 49. 6 
含培 サヌカイト 4. 1 1. 9 0.9 9.~ 

含焙 砂 屯L, ll!. 35 I 3.3 3. l 188.~ 
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第 3迂閃査の記註
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第4章 自然科学的調査

北m迫跡出土サヌカイ ト製辿物の原材産地分析

煤朴 fr男 （点都大学Jt;((-t,iヽ火験所）

1. はじめに

石器｛材の栢地を !'It~科学的ない人をIJIいて客観的に、かつ定ii:(!りに推定し、1り代の交流、交易およ

び文化堕、父易固をt~ると、iうH的で會m光X森分折法により,,.メカイトお J:(ド!l~B/?,"{j迅物の6材光地

推定を行なっている 」1J)。6材移動を証,1するには必要条件と.,.分条件を場たす必咲があるC'n然の）J
で移勅 した 't'~'.fi GT) Iii危符頭を元素分析で求めんとき、移動Ii;(ふと露頭IJi.石の祖JJ!c.、り・一致すれば必要条件

を満たしその作りflからの流れたルートを地｝杉学などでti正1り！で叙れば、 卜分条件を満たし、ただ 力1りt

の致す6~t揺地の逍介のみで移珈；（行の灯地が1項でき l., u 直物の産地分析では「｛浴とある応地

の椋i]が一l'iしたからとtiっても、他の庄地に一致しないと甘えないために. -致Lた在地のものと;J'

い切れないが、しかし•致しなかったJt合そこの産地のものでないと 百い切れる」が）,n;{UIJである。＇好

古学では、人l曲のは式が一致するとi-fう結呆が非常に頂災な心．味があり、見えるK人としての形態、

文様｀ 比えないtJ<;\ として土器、 1'fili4 器、 Jj7 スなとの人 f•が/JI]わった品1合索 l-~ があり 致すると 7う

ことは古代人がな設して•致させた ,,r能性があり ． ー放すると tj"うことは、占代9、(/)息どが致：すると

どえてもよく, ♦Hlif',;J係を叫ff-.する府＆•な鮎果である， h岱の打式による分類ではなく l'.I然の社却1で決

定した石材の元索組成を指揉にした分fiでは、例えば{i材庄地が必井から近い、移動キャンプ地のJレー

卜I:に位肝する、ィ地地方との交iえをぶヤ:I:?~が出土Lているなどを I・分条i↑の代ft!に・t7.,と希地分析

は中迩t,滑なら'1~となり ．ぷ距筵（↓;播した-<iHを近くグ）宵地と訊'fl/'.足・rる可能性がある J、カ・移動させ
たし・器の ,c..1~糾9』しとAlf地原石の絹l成が ..致し、必要条件をii:it足しても .IJt. 材肝地と出 I.ii'!跡の間に,II!

nがJ閃辿性がないため、 ,-分条件の移動ルートを自然の法HIJに従って地形学で証明でさず、その石器11;.:
材がA炉地の原b・ と決定することがでさない。 従って、 r岱If/村と在地原石が •致したことが、 1(1 ちに

・衿五学の：i"i:11となうない。確か,.:,¥ t'?-地 I,.IJ)父泣で伝播した11]能什は否定できなくな・-d・が、 B、C、

[)の I立地でない・-;..の ~\(拠がないため已 A炉地だとgぃ切れない。 ま t· 、 B産地と致しなかった場合．

その結果は名占・'/:の：N料として非'hiに(Otlであるc それば石器に関してはB敬地と交流がなかったとは

しヽ切れるからである，ここで、 卜分条件として、可能なかざり地球.f・17)全ての脱形地 (A、B、C、D

.... , の原'-(j訂レJt較して、 At'・地以外の産地とは一致しないこと ~f 分条件として：出叫ヤれば、

石器がAt-"'地のl!i'.-(1 と決定することができる ＾ この十分条件ん肉眼►Jl寮で求めることは分如Jf.:準が出乱

し小aJ能であると恩われる また、自然月守的分析を用いても全ての性地が区りJでさるかはそれぞれが

使m している 1't地分析法によっても J~~なり、')憬月に行ってみなければ分からない］昭地分析の結果のf.t

頓性は何ヶ所のll/.H性地の原しと客IIJJ.(1りに比較して得られt・かによムものであり、比較した代地が少な

ければ｛“財,tt<T>~い'*li朱とばえる。：l_¥B祉石、サスカイトなとの-t成分組成は.J!;,. Pf: 地ごとに大きな差は
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硲,1f.'t n然fl学的綱it

み:>れないが、小箪計りとして含,,.される徴絋成分組成にはfffnlがあムとどえられんため微品！成分を中心

に几ふ分析を行な、 s、これを陀地を特定する指揉とした 分姐の指ほとする元索絹1成を迅物1・ついて求

め、あらかじめ各!li¥1が地ごとに故十俯の原石を分析して求めておいた各11;しが群の元素組9成の'I"均値、分

散などと逍物のそれを対比して．各.,,.均伯からの離れ具合（マハラ／ピスの1/li鵡）を求めるし次に、古

ft 人が採取したJJ;!"{i,tll\J也．点と J比代人が分析のために採取した届l:(11屯Ill 地．点が~·奴なるuJ能tLは I・分に'>';・

えられる口従って、分析した-illり！個の原行から11地全体の無限に近いfil,j数の平均1,1と分散を推iflllして判

定を行う :j:.テリングのT:!沌検・,cを行う。この検定を全て(/),iv, 地について行うレ、例えばある {j~I点材

とlult成分肖l1,xの /J~.{iは、'\,,t; 也では10個叫こ ・嗣みられ、 81を地では JJ°IV,1中に 油、（・店地では百ガ

糾,,心・似、 Di{;地では・・・・ ・料と各在地lliに結果が褐られ、このような客観的な検応鮎Aカ・らA
在地の原石を使Illしたuf能性が店いと同定する。即ち多変は解折ll>T-広をIllいて、各在地に焔属さ）l.る

吃'rキ求めて拓地を「,;J定する。
今[aJ分析した弥生時代中期の安111岩 （サヌカイト）製遺物は、兵爪l',茫て脱郡困淡町阿Jj出1:の北1f1遺

跨mr. の5!Wで、産地分析の砧~~カ消られたので報告するc

2. サヌカイト、ガラス質安山岩原石の分析

サメカイト、ガうスn如11府I以し今の自然面を打ち欠き、新針而を出し、塊1人の試fl'!'作り、エネルギー
分［がり敬光x紺分折？ど俯によって冗ぷ分析を行なう つ 分析元汰はAl 、 Si 、 K 、 Ca、 Ti、 ~In、 Fe、 l{b、

Sr、Y 、Zr、NbV)(2元索をそれぞれ分折した，， 塊ぶ料の形状染による分析/111への影むを打ちmすため
にJCぷ店の比を収り、それでもって痘地を特定する指標とした，サヌカイト、カラス質如111;}では、K

ぐa、TiC;i 、 ~In,Sr、Fc:Sr、Rb、・Sr. Y Sr. Zr,、Sr、Nb,Srの比{1}を指樹としてLLLいん。サヌ

カイトのfl;(fl地は、,,りn;t>-にlj:-rドしてみられ、石材として且ばなJJ;i.行の妬地、およびけは良くないが，g

占学行の1111で使Illされたのではないかと日れ国に上る産地、および立武府、ガフスfrir:山＇（］など、介わせ

て32ヶ祈以 J:cl)~1fを 9冬んている。 ~13f:'·(JI" サスカイトの原産地の地．内を小·r , このうち、金111・ .丘色

白地成では、その中の多くの地.•.\からnuのサヌカイ 1、およびガラス '11'~山,:が多貨に柘出し、かつそ

れらは数 Tの許に分かれる。丸亀rnの双f-山の,+i出から産出するサヌカイト原(iでJ./..子tlJ群キiif、'/.し、
またガラス貫&:tllriは、約f .{j~:;.u卜1しに使用された原村で、菩通寺市の）＜麻lllitiからも BUii していん こ

れら斥地の原石およびflt,:石在地イ溝りの選物'vJCぷ組威で分類すると132閥の11;1. .(j群に分J.!1でき．その砧

果をt≫3表にポした。作川見内の石硲原村の溢地では金止・汀色台地域のサヌhイトII訂iや分はすると、

金111,叫訂、金lll !tf~. Ill分寺群．蘊光寺群、白仇群、法日l谷肝の6馴の評、成111肝および及r-111詳に、

またガうスn安1l1'c}(I)原(j群については、否川県埋蔵文化財七ンターの-;,:ド及治氏より提供された金山
兵池、雄1l1の/I;{l iをiir允して、金111・11'!池弟 l群、奥池第2詐、雄II I r.fの原iir.i-を6≪立し、神谷町l柏山

地lくの"孔£1・r:-1H1!1げをftった このうち、奥池第1群．雄l且群、加11肝の組収は非常に似ていて、 jif物

(/)序地分析でば多くの場合これら 3 個の群にjuj時に紺狐される n また、人ゴI印JJ#ff:.li 人l~IIH~J~ - 、 ' 

許の2詐,:それぞれ分Uされ、奥池、雄tl.J、rti山の各詳と区別することかJI「能であるこれらのガラス

質安山内は）,Ir: 分(t-J:.JHU/,'{ Iに近いものであり肉眼観察ではドビ1-<iに陥似・わしもの、 1!lf北Jt州必の中町、

淀姫況＇．几n,•< i、人/JI、f(lIi, 原石と酷似するものもみられるため、風化した追物ではこれら似た原村の肉
眼での区別はl!Ul:と、'l.われるので、正確な原材柘』地の判定そするために：ょ+分析が必・文である。またサ

メカイト原{1のうち金111・ .Ji色台地戌絃のサヌカイト原石の点許にはとんど・致すん,cふ組成を示すも
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.ltITJ姐跡出 tサヌカイト裂遁物の原材汗地分析

.. .. 

．， 

第13図 サヌカイ ト及びサヌカイト様岩石原産地

(/)が淡路島の岩屈原産地の堆役凶から円礫状で採取される。これら岩匝のものを分頓すると、全体の約

2/3が第--1}<に示す割合で金111・ 五色台地成の諸群に一致し、これらが金山・汀色台地域から流れ沿い

たことがわかる，淡路島中部地妓の原産地である西路山地区および大崩地区においても屋第渭引こ 4致

する原石が、それぞれ92%および88%の割合の個数で存在し、その他に群を作らない数個の原石とがみ

られ、それらのうちで金山.Ji色台地域の諸群に哨kするものはみられなかったり和泉 ・岸和m原産地

からも全体の約 1%であるが金山束群に ，致する原石が抹取される （第5&l。また和歌II」市梅原原産

地からは、合山原脊地の原石に一致する原石はみられない （第6表）。 1反に、迅物が符州、和泉 ・岸和

田原産地などの原石で作られている楊合には、産地分析の手執きは複雑になる。その遺跡から10個以上

の追物を分析し第5表 ・6表のそれぞれの群に帰属される傾度分布を求め、 （i奮中論による期待値と比

較して確認 しなければならない~...:. J.:.Lll群を作った原石は奈良県北葛城郡当麻町に位仰する_: _t山を q1

心に した11.い地域から採取された このー上山群と組成(})類似するI¥訂石は相泉 ・岸和田の原産地から6

％の割合で採取されることから、一迅跡1000以l:(/)迫物を分析し 、 ~5 表のそれぞれの群に帰秘される

碩度分布をもとめて、和泉 ・岸和LU原序地の原石が使111されたかどうか判断しなければならない。

3. 結果と考察

逍跡から出上した石器.,{j片ば風化のためサヌカイトがとは衷血が白 —ヽI ぼく変色し ， 新鮮な部分と異

なった元累糾成になって＼ ・るuJ能性が考えられる日このため逍物のa111定面の風化した部分に．庄縮空気

によってアルミナ粉末を吹きつけ風化層を取り除き新鮮面を出して測定を行なった。 ・方黒曜爪製のも

のは風化に対して安定で、表血に洛い水和培が形成されているにすぎないため、表面の泥を水洗するだ
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第 ·I -~~ 自然外学的調丘

ttで完~~な」「破壊分析がuf能であると考えられる n 産地分析で水.fll~の影野は、軽い元索の分折ほど人

きいと守えられるが、~~響はほとんど見られない Ca K、TしKの剛軽冗索比益を粽いて発地分析を行

なった場合と除かずに{{.地分析を行-た場合で同定される原陀池：こ差はない 他のii:.i; .tt .ia. についても

~Iヒの影けを',t;全に(iiヒわしことがでさないので、得られた確＊の数仙にはや、イ＜砥丈さを伴うが、追

物の心HRi地の判定を娯るようなことはない

今l•iJ分祈 Lt.ふltm追跡から11¥.i.したサヌカイト孜辺物の分析結央ヰ箱7表1.:ぶした fi沿り）分折粘朱

から<j tすが地を同定するためには改珂統計q)f注を用いて原石群との比較をする ，況明を簡恥こするた

めKCaの--. 変はだけを芳えると、分析番~}8486i 晶の近物はK Caの伯が0.:.>7Gで、―、ヒ,,,群の［平均

飢土［点jfi偏必WUは、 02邸土0.010であるから、遣物と原石群の滓をt,i¥"低芋舶 (,r) を某1f;1こ

してどえんと追物は収.(j群から1.2r1離れている ところで.1:-. 山群の在地から100ヶの厄石を採って

きて分析すると .・v-均値から i.1.2 (1のずれより1、さし、ものが23ヶあるn すなわち、この正物が、 一．上
Lil r,j.<I) 11;{ { 1から作られていたと仮定しても、 12a以L隣れる研宅は230..,であると iえるーたから、 ： 

l・.111群の平均伯から1.2(1 しか維れていないときには、この迅物がー上111群の原石から作られたもので

ないとは，がl底ばい切れない ところがこの遺物を金山東群に比較すると、金山東群の'f!.均値からの隙

t・,, は、約1戸である』これを罰'f邦の 1袋で長現すると、企Lil東詳の原石を採ってきて分析したとき、
・ば）伯から17,,J:J.. ト離れている確和よ、千兆のA"t音分の・であると竹えるm このように、T・兆の百倍個

に flAIしかないような原.(,をたまたま採取して、この追物が作られたとは考えられないから、この逍物

は、合山東群の原石から作られたものではないと断定できるc これらのことを間単にまとめてIfうと、

I .,:q)迅物は -:.J:I I I群に2:J°<.iの確玲只で袖属され、信頓阪界の0.1°6を満たして¥Iることから， 1:山群の

/J;¥{iが使Illされいると(,;J定され、さらに金山山群に対しては千兆分の 一％の低い確がで帰属され.fri柏

限wのO.l<li,に満たないことから金山東芹原石でないとfa]定される」。逍物が...:.1:111群と一致したからと
iiっても、迅物が :J-111妬地から採取された証拠はなく、分析している試料は原石でなくiii物でさらに

，，H印娯凡が）、さくなるイ；定形（非破壊分折）であることから、他の産地に ・致しないとは占えない.r.;1 

柚府石の中での分Mlである以l:、他の忙地にも 一致する可能性は推測される llllちある汗地（二 I・.山許，

に教し必要条件を満t・したと言っても一致した住地の原Tとは限らないために、帰属確和：よる判断

を布31<の132髄すぺての原(i肝について行ない、十分条件である低い籍!1,で帰属された1炊{J許を消し

ていくことにより、はしめて...:J:1lJ1汗地の石f・1のみが使用されていると判定される 実際はKCaといっ

たP{b1ヶの変且だけでなく、 1前述した8ヶの愛旦で取り扱うので変証fiij(f)打l関を名感しなければならな

らい＾例えばAf加登地のA許で、 Ca冗J北：Rb元J北：の問（こ祖l関があり、じaの益を計ればRbの凪は分析

しなくても分かるようなこきは、 A群の71ttで1乍られた沢物であれば、 A群と比較Lたとま、 Ca、か

致すれぼ·1,~!iRbil も ・ 一致するはずである したがって、もしRbllだけが少しずれている場合には、

この試井：よAtl:こKしていないと打わなければならない。このことを数？的に打き出せるようにしたの

が相関を・it直Lた多変l.i:統、b卜のTsJ.-であるマハラ／ビスの距離を求めて行なうホテ IJングのT2乗検；£

である。これによって、それぞれの群：こ糾属する硫冷；を求めて,ii£地を同定する'・ ,゚ 存地の同定結児

は1似の追物に対して、サスカイトズでは132個の推定ヽ出半結果が得られている。今［りJff, 地分析を行っ

た直物の性地進定品県については低い厖字で糾属された1知登地の推定確率に紙面の都合上「出人」を行

略L.ているのみで、其序にitn-しているため、省略窮地のuf能性がJ栢索に低いことを研比したという厭

要な心味を含んでいる、ーすなわら、＿ー上111詳の原石.!::判3亡こ社と直物について、在』且，＼金1111点Uとか（と
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北llJ迅跡出土サヌカイト製遺物のIJ;(M・,:ri地分析

'({県多幻、」叫,;u旭Illの/l;t{jのUF能仕をどえる必要がなし、結呆で、！、・1;い確卑でfii)定された在地のみ(/)

帖果を ~81<.に記入した。 h氾j肝．を作った r:~(u試料は直怪 3cm以上であるが、多数の試社を処坤する

ために、小さら:jil物試Hv>分t.iに多く(/)叶ill)をか：tられない弔伯があり、短時間で渭足←打ち切る。こ

のため、得られた辺物の町謹［には、）、さな!':j屯範囲が含まれ、とさには、 II訂jrt: の］以雑l成のパウッ

キ(/)範PO ヰ！が、—·k,\ く f~.かしたが—ーて、小さな迅物の忙地推定を行なったとき：こ .'I'll',~の f;1訂I限·~且と

してしも0.1", に辻しない崖~iを示す場合が比較的多くみられる。 厄石究地 (ij'lf't ) の憫にマハラノピ

スの月!"1.D2 来の伍で記した遺物については、 4定の侶頓限界としている0.1 %の藉•t,!に述しなかった

渭物でこのD2来のf.l!がll:U.1群の中でfri も小さな D2釆値である 。 この飢が小さいf'i'.、迅物の元:l{~tJx

Itその1,;r行群(/)射I/戎と似ているといえるため、推定研1'!:よ低いが、そこの原石柘地と ·~えてほ、~fl,)茄い

なし、と判断されたものであ今

今fnl分析L/.:.11:lllili『がII¥Lの5加の中で1涸が上山群に同定され、また分析番乃8-l8il番は辿光寺

. r国分、＇が初匹((jとIii]定された" ・. t: 山、運光寺・同分寺群に同定されたサヌカイト製氾物の原材~E地は、

-. l:L1J. 趾光・,'j,· l!-15砂,t地の •力所でなく一．上1! 1 と ftil じ組成の原“は和泉 rliのtl l 泉 .t粁111111以米地か

ら、逆光.'j. I kl分、『は'i:Jせ妬地からも採取されるため1こ、複数の原産地を釈ぼしなければならないn .:, 

れら似数のl兒地から客代的な基i\~により →力1i位）充地を推測するには｀各陀地で各frl-<I)f1;1. ~jが採取され

い訊,;(第5火.6人、 i}<..)から、遺跡使用）1;(石が各殴地で採取されるJUJ/!J:filtを求めてt-lliピする、北

ff(il'.tf介<I>: I・. I IJ 11j"Jl瓦行を、 ~I泉. ;; 頃J!:IJ I以産地（第6表）から採取する期待侑はO.OG,. 6 %iを4lll]娯

染したIi• t只0.()(XJOI <I> fltい確•tiになり、逆光が · r-Ll分炉所が岩屋J原庁地から採取される確'fl は fi°il (0, 

08iとなる、，相泉 ・1;tf{l[UJ如祖地から採取されたr1f能性か否定され、またfi屋,i地の8"v <1> t/1 ,.•i· 北迅枕

(/)心物 I~閥に対して 1 個が現れる紐年で、分折した 5 涸の中に現れるということは、 （r川県巡光--~• . l~l 

分.'i/lUF.地からl云播した可能性が少Li、・きい柑庁と思われるe 北田遺淋は淡踏島酎部に位lflし、中部地

i如のし吋絡111地1><:および-,,~地I{、また、粒町においてサズカイト原石が産出しているが、これらJ~地か

ら、 _:I:11 1、迅光寺 • fk) ケ, •.~;殆"iイ］の組9友に ・致するIii'.{1は産出してl•~ •-•ので．逍肪から比較的近い

これらり）任地11>11;f{ i 1.if'lllJしなかった可能竹が与えられる。阻入された1点石のふに比冽LてそのIれ在地

地方と交易が話発であると推珊·すると、北fB辺~:ょ ・'.1-. 山地成と女易が沿発て、 1t川県汎光、ヤ ・ l'1 分.~:

地駁との女泊li1あったと推測しても殆地分析の出とと・-,f・laしない

第8表 北田遺跡出士安山岩製石器 ・剥片の産地推定

L 地,,_, 町 IIJI 克地推it(罰'tll
•,• •I 
9
9
 

判
I 

h-186il 2 110 I彫・/dJ.:1.1. .hl s邸 I.i'U: I 弥•t:P\ 代中期 J\ b式I ―: l:tlt I 16(',f 

h-1&園 3 I 1s-2 I 緊:,\:(El,•.It! SBOI tfll・J・ I~ り、午吋代•pl叶 ；l¥'t浪式l : 1:111 \74~) 
t-

blb6!:1 ., l~:! - 1 1 ~$大（加：·J1f SL切Il'IT :JI弥生a}代中期 W様式・, I : l:1L1 i3%) 

: l:tl I 

: 1・111 

: l:tlJ 

h-1871l :-, I:!::! ~ ~ 欧 (t),i:」11s邸 IPIT :i :J,1、1湛,',-代1暉，J¥様式I ...::.I.Lil珈 I _:,(:Ill 

2二戸:hiSl>-01 Iとに町代I噂~翌畠鉗罰ふ（主LIク五
ii..¥!:: 四.,r地分析を行う 1打が多くなりよしたが、判定根拠が屁眈にも 1関わらず結果のみを w;t;-されるJ~合があ

り i す~ ➔•fl切では 11 -1'-における各心淋の節．池分析の判定培州を•定にして、政地分析を1わていよすが、
れl,it.J. り準のりやなるMJ~hil: I」.-r:n」¥rTll,t;:1ヤも研究）m~ で異なるように）にも関わi;i、似たiii:地名のた
/l"）にIdじ粘呆<lli.うに息われるが、 tく［関係（相互-1J ックなし）ありません。今研究砧公に述紐させ
るには：仰9究怯で1了卜分析が必要です。 4消Uヤり）分祈結果を芳占学行料とする場合には・Jii・t l1il じ約i\11でl'IJ~iI
されているii',~~で古代 *ililll'JなどをJJ~をする必愛があります，

-29-



究4沢 自然n学的項牡
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第5章 ま と め

第 1節 弥生追跡の年代と性格及びその位岡づけ

今LoJ(J)関tcは、北fH遭駐の体't眈代集裕~H,.と巧えられる市西祁奴り251m'を対象としたc その結果・、

弥生防代中期後位の翌1~(~,;-踪を 1 棟砒認した＂ また、周辺のは場べ協 l~芙に伴う関丘ではア安時代よ

から宇町時代にかけての直M・遺物も検出している..rrり追いなく、この心跨は中ttを中心とする炭合遺

跨である

ここでは、弥生．』枕の年代と付格及びその位閃づけを記して、まとめにかえたい

まず、黙穴仕括跡SIIOIの英込 ・廃＇哀の時期を検肘してみよう。

竪穴nm翔の出l.Jtl:物を見ると、 1から 5の広1:1;:':fが古く伐内4im Mi式の新段防から第JV様式にii'/<
ことがでさる 引部を榊描さい．線文，切皮1人文で帥り、櫛J1'/1さ文作の最ド段に列点文を持つものもある

i . s の翌 9 から LOの鉢もしくは{,~j杯の11・部もこの時期,.-Jt定でさる＂中央 L坑什u.の」：器8・IIも、
第1¥「様式に屈するものである

問悶は 6 の鉢と 17の壺底祁である 。 これらは硲V様式GI)~~徴をn-つ.L器であり 、外は,.L内式と見ても
おかしくない形態である ifと人で）iづければなu-することはないが、特に 6は床ilii.l. の出上として取り
1:1 rているのである。さらに、 fl居跡 l:i(ur/)逍物包含ト岬の I:料にも 、り消J後'j-oと19・凶咋の後期のも
のがfn1じように含まれていも

仕屈跨:rl)~憎は、 lid収清・中央土JJi.も含め ・切りJI)介し憫係はなく 、拡張も必められないっ柱穴は11

本であり. JO{,;,, ·tH1くとして捉えた。 f~.{I こ、 II: 火 ）・3・5・7・ 9・11の6},):tH'ill上げれば、残

りの 2· I ·6·7·9· IO~6 ,fぐでUHわえられないこともないが、それでも、お＼’様式の時期まで紅

税したとは考えられない。

となれば、中期後半のO:lrtl-なのが後期のものなのカ・を決めておかなければならないc

住居の平1ui形態は、ぽば111形の人・MO:l;l}であるv111·J~I JAはHH1l形を位し底までの深さは，£く、屋内

溝や吊外溝と呼ばれる所開排水浄1;.llっていないc これらのt~~は、中期i姿I苔：決定するの、こ~-,りな要

素である。しかし、淡路地-'xでは111Jf珀lr•;が内沃町の谷町筋辺踪 ．釘Ill姐跡を始め．洲ギ市の大社谷頑

阿・寺111遺％・下内膳迅踪ヽiで後ltllまでりしり、後期(/)¥代に）く別のもグ）が多いのも;Jばなのであるeま

た、出・J・・迫跡のCi::につし、ても、 11ir記迅跡では明らか：こ後期まで~{んようであり、これも決め f-1こなり

屯ないのである。

結論としては、中央i:坑出 I(/) I益と.:.のuんのii;さが浅いこと、そして I:坑に切り合いがないこと
を侵先し住ll・の9さ迅及び廃をの時期は中11/11と-r・としておさたい。後期の土匹1こついては、住居検出時
に坪 I.内の追情があったのを見治としていたII「能性も方えられる＾なお、社接するほ場整伯の:,,11£では、

後期の上器が/II上しているもの(/)心構の発見はなかった。

次に集洛構造を見ると、 q1)UJ後半頃から任し</11現した抱．れとならない集沿では、洲本rh'Ji中這踪や

iむ遺跡のように竪穴HJ,,,2 · 3 棟と 1~1!,・rn ill物 I・2位で1冑成されることが多い
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第5序まとめ

北田遺踪も、，月査区内で：ょ堅穴住居踪を屯U発見しただけであるが、）乱辺の成地形を見ると曲企fx.外

北東に山麓から張り出す窃台があり、そこから西へ徐々に低くなっている。この関台（現集洛内）に、

竪穴仕居と打位柱迂物がもう 1-2棟程度存在する集落なのであろう，生庁の場である水mは｀西隅の

低地ヽド野ゃ谷部の低地が想定できよう

後期にも、土岱がh在することから、 iuJ規杓gの巣洛は{f(:£してtIたと名えるぺきであろう。 しかし、

古瑣14-代に入る段階 (Jt的式）をもってこの村は、突然J俎絶してしまうようであるつおそらく筍詑Illの

洪水がその屈因とどえられ、人々は→原，f野側の低村のある段Ii:J-へ移動したり）であみうし

＂び、この地に村が登場するのは第 5~(第叫節のとおり、平安時代よなのである 。

参考文献

I. 古織 雅仁甜 「森逍跡J 兵I,)!県文化財瀾企報告第55111!- 兵庫県教弁委U会 IY88年

2. 占紐 雅i一樹 「寺中遺蹄J 兵血県文化財晶11f報告第64冊 兵即県教行委日会 1989年

3. ti糀 雅｛一紺 「谷町筋迅跡』 兵庫県文化財品j企報告箱73-lllt 兵匝県教n委↓1会 1990年
I. 吉紐 雅仁紺 「釦旧跡J 兵fil,'.し［文化財品i1i.報告荀78111!- 兵Ni'.殷教脊委U会 1990年

5. 森岡秀人 ・寺iRili,紺 「弥生上器の様式と紺年ー近幾IIー」 1990年

6. 山lil 清朝樹 「FL刈捲遺跡J 兵庫県文化財両査報告第155冊 兵駆貼教n委H会 1996年
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第2節 は場怜情~1i稟に伴う北111遺片の発掘調企覆＇次

第2節 ほ場整備事業に伴う北田遺跡の発掘調査概災

-原祁広域行政•Jl務組合教f委u会定松 佳玉

謂査の経鑓

本遺跡はほ場が紺・Jr'l!に伴って平成4年 1屯に分布濁企を行った粘果、 地形的に足t~介包祓地のn「能付が

硲いことが指摘された そこで、 'l'uX:6年度に遺踪範囲薙訟関什を実捻L、鉗介対象地(/)西部では弥生

臥代、屯祁では平久叫代から鎌0時代と広範囲に遺杯の包蔵が面認された

この成果を必r、r: 法.J:遺情の採'{{が難しく、遺楕に揺削が及ぷ範囲の潤介を1勺成6・7年の2年I!£
r分けて行うこととなった。

調査の内容

潤介は、 l-'業地1J..1を第1500の通りA・13・CからKのII地1えに分けて実施したっ:のうち、迫憎 ．迅

物の隕名な5地L<.1-ついて慨要を報；Ifする

[A地1.£}第lWI

lit f"" l・ とわずかがIt偵土を削除した哀陪で、直往約 ImのI:坑2店と建物を構成・ャると．思われる1fUf.

~50cmの柱穴4凡を検11\ した この上抗と,,列は門を壻成するかと思われたが、中心祝の通りがわずか

ながら一致せず、 ~I列は両の函査区外に紬くと思われる掘姐~ill物跡のものと判断した。

遺柑からは、瓦器などか出上した

[C地({]

趾立仕建物跨は確認していないか、 1坑より玉籍の白磁椀がIllt. した。また、選物＆含層からは焦文

のI'.!磁碗が出十している （筍初図）

[D地11.l筍17図

~X 3 IUJ (J)!¥n姐t述物蹄を確認した。この迂物は四面に庇を持ち、世面を除く 3/iに雨落ち溝と思わ

れる浅い溝が召ることが帷認されたC おそらく西面にも巡っていたと思われるが、 ~ft区外になるため

藷認できていなし、。よた、東面する東南渇が庇・ーっんでいる..:.とから、ここに出人りnがあったと思われ

る＾

[ I JtkJ-<: } 第 18[~]

遭憐面を2而確必した。第l迫構血では水溜遺栖やi名・掘'tl.柱建物、第2遺溝wiでは什穴や焼 l・.tA々

検出した。抱iltHt物外は2棟確必した。建物2柚の方向は ・致しているか、あまりにも近接して＼・る

ため時間差があると息われるv しかし、 IBl:J器からそれはと＇人・とくはないとどえられる 。

また、 t坑や溝からJO種14枚の占1!tが111[・. した。侶占は貨泉 rM年初J幼）、最祈

は政相通~ (Ill!年初tiりである どのIllI遺格からも上位Ii器llllが共件しないため．

地鎮~if~ではなし・と、思われるc 貨呆：ょ tt符辿官 ・ 大観辿~ . r,11冗通貨-~宋通店と

共に11¥J・ してお ti、中litに捏納されている

り~2 遺構面七坑22より . 1祝生時代後期の 1器片か出・上した“この遺構からは時期

はイ．、明だが、 I: 師；岱的屁せをもつ売l ぶ部も共に出土している ~ tJfJ、'l:.t器（お21[•~I) 

ご
．迭ヽ
L
i
 ぷ
氾
第14図貸泉
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第5がまとめ

が出 t.したのはこの潤査区のみであるが、明確に弥生時代の遺構は確認していない。

[ J地区】第19図

この晶査区は北から派生する山との変換地点にあたり、栖店37mを測る綴斜而であるJ 掘立柱建物蹄

4棟、揖列、 七坑を確認した。揺,'[_柱建物踪 1・2・3は方位を問じ9こしており 、掘立柱建物跡1・2

の北・酉面は揖に囲まれている。また．掘立杜建物跡3の東屈には雨落ち清が巡っている。

出上辺物（第22同）には、瓦器碗 (II・12)や瓦器小Oil{ 13-15)、1ヤ切彫花文が施されたj'j-磁碗 i10)

が出上した。(I7)は灯明皿として使用されていたらしく 、内面と口樟部の一部が？変している

［まとめ］

北m遺蹄は仝域に平安時代末～室町時代、そして1t1東部に弥生時代後期のjft跡が祉蔵されていること

が判明した。

弥生上器の出上した 1地区には浅い谷が坪没しており、この谷の北側に中tlt.irt跡が展開する。確認晶

査時に西部で古い様柑の上器が出土していること、今回の潤査で退樅は確窃されなかったが南東部で弥

生上器が出上したことから.I糾側のll路川の開析によってできた段丘紺辺に弥生遺跡が立地することが

椎測される このような遺跡ヽ1地状況は山を越えた北に位世する河内遺跡と阿様である，， 河内遺跡は谷

を西流する本庄川中流右岸に立地する、弥生時代後期の迫踪であh、th!の狭い谷を蛇行する本庄川によっ

て出来た段丘粒辺に竪穴住居跡を確認しているr

また、掘ヽ・;柱建物跡の検出状況からは、宇町期が北EB遺跡の最盛期であったことが推定できる。鉄滓

や炭 ・焼上を持つ上坑を確認しており、紬・羽IJは出土していないが鍛冶炉があったことは間迎いなく、

中itt村落内における分翌態勢がかいま見られる遺淋である。
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l地区 第2遺構面平面図
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